
令和４年度（２０２２年度）

第６回

長房中学校区地域づくり推進会議

令和４年（２０２２年）12月10日（土） ９：３０～１２：００

長房小学校１階 プレイルーム

八王子市 未来デザイン室
株式会社アール・ピー・アイ
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本日のプログラム
会場
長房小学校1階 プレイルーム：

【配布資料】

資料１ 第5回長房中学校区地域づくり推進会議の検討結果（アクションプラン）

資料２ 地域フォーラムの意見交換内容

資料3 地域づくり推進計画（改訂版）（案）

１ 開会

２ 本日の議題確認

３ 議題

（1）運営担当打ち合わせの報告 【5分】

（2）地域フォーラムの振り返り 【5分】

（3）部会の設定と推進会議のあり方を検討しよう 【６0分】

＜休憩＞ 10：40～10：50

（4）アクションプランを検討しよう 【６０分】

（５）活動・情報の共有 【5分】

4 閉会

【第7回の開催日程等】

令和5年（２０23年）2月4日（土） 9：30～12：00（予定） 長房小学校プレイルーム
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３ 議題

• 11月13日(日）に開催した地域フォーラムには、22名の方が参加しました。
• 地域づくり全般や推進会議に対する主な意見、提案は、以下のとおりです。

話題 主な意見・提案

●地域づくり全般

・町会自治会など、地域の担い手が不足、固定化している
・30～50代に参加してほしいが、参加してくれない
（町会、サロン活動が衰退、活動の継続が難しくなっている）

・楽しさを実感し、無理せず、若い世代も参加できる地域づくりが理想
・次世代へのつなぎを意識した活動が必要
・身近なご近所だけでなく、幅広いつながりをつくっていきたい

●推進会議

・会議の存在は知っていたが、内容まで知らなかった⇒周知不足？
・町会自治会以外の広がりがあってよい
・将来に向けて若い世代の参加を進めたい（学生など）
・推進会議参加者が入っていない団体もあるのでは
・ずっと関わるのは難しいが、1日のお手伝いなら参加しやすい

●分野、テーマに
ついて

・防災が大切。長房は防災活動が盛んだが、水害対策も必要
・高齢者を助ける活動が必要
・子どもに関することに力を入れたい

●その他
・SNSは便利だが、議論は難しい
・災害時などのため、緊急連絡網が必要

（１）運営担当打ち合わせの報告 【５分】
• 第５回推進会議や地域フォーラムの意見・提案などをもとに、アクションプランや推進会
議のしくみなどに関する打ちあわせを11月26日（土）に行いました。

項目 主な内容

●推進会議の
あり方、活動
方針

○推進会議について
・認知されていない⇒イベントなどの具体的な活動を通じた周知に重点を
・来年度は、部会活動を中心に推進会議を運営した方がよい
・推進会議の参加者を増やすだけではなく、アクションプランの活動を通じて関
わる人を増やしていきたい
○部会について
・アクションプランごとではなく、目的別に再編成してはどうか
・人員配置、メンバー構成の見直しが必要
・推進会議に関わる推進会議参加者は、主に企画や部会運営を担い、実際に実行
していくのは、別に実行委員会を設置してやっていくのがよいのでは

●アクションプ
ラン

・計画として掲載するのは、取組ごとの整理ではなく、目的別に記載する
（計画の中にはあまり細かく書き込みすぎない）
・すべての取組を来年度から実行できないかもしれないが、各年度で何をするか、
全体スケジュールを整理する
・計画で決めたとしても、実行しながら見直しをしていく必要がある
・アクションプランを実行するためには、予算や場所、人などが必要となるため、
町会・自治会などとの連携が不可欠。町自連などの上部組織を通じて推進会議
の活動に協力するよう呼びかけを行っていく必要がある

（２）地域フォーラムの振り返り 【５分】
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ア 推進会議の体制に関する確認

• 第５回推進会議では、令和５年度（２０２３年度）以降の体制を以下のとおり整理しました。

イ 部会の構成、役割の検討

• アクションプランの追加に伴い、部会の構成を全体で検討します。
• 運営担当打ち合わせでは、アクションプランの目的ごとに、部会を設定する以下の構成を
案とすることにしました。

• 検討するに当たっては、取組の優先順位や、活動が負担にならないよう考慮していきます。

（3）部会の設定と推進会議のあり方を検討しよう 【６０分】

令和４年度（２０２２年度）からの
アクションプラン

【構成案】

令和５年度（２０２３年度）から取り組む
アクションプラン
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ウ 令和5年度（２０２３年度）からの推進会議の活動に関する意見交換

• 令和5年度（２０２３年度）からの推進会議は、以下のとおり進めていきます。

• 地域主体の運営を令和5年度（２０２３年度）から実施するに当たっては、会議参加者間の連
絡や連絡窓口、推進会議（全体会）の活動のあり方、部会運営のルールなどを整理する必要
があります。

（ア） 第５回推進会議において出た以下の「しくみ」に関する意見について全体で検討します。

〇 推進会議を中心に、アクションプランを企画・実行する

〇 住民が主体となって推進会議の運営を行う

〇 様々な団体・住民が加わり、情報共有や活動の連携を進める

項目 意見・指摘事項 対応方針（案）

活動範囲
活動は中学校区内に限定？
生活圏やこれまでの交流がある地域
と連携したい

中学校区内に限定せず、実態や要望にあ
わせて連携する
（⇒具体的な地区追加は、都度対応）

連絡体制
参加者同士の連絡、情報・データなど
を共有する方法が必要

役員会から各部会の連絡ツールを活用し
て共有する

連絡窓口
推進会議に関心ある人などが連絡す
る先がない

メールアドレスをつくり、市HP等に掲載
する
（⇒管理者を決める）

推進会議
（全体会）

推進会議メンバーの入れ替え、追加
現参加者の関わりを再編するとともに、
今後の入れ替えや追加は、都度検討する

推進会議に入っていない地区や団地
がある

該当地区に声を掛け、相手方の意見を踏
まえ、全体会にて関わり方を決定する

開催の頻度・タイミング、場所
２か月に1回を定例会とし、新たな地域課
題に関する検討や部会報告などを行う
（⇒必要に応じて、臨時会を開催する）

町会・自治会など地域内に対して事
業への協力や参加を呼びかける必要
がある

・所属団体に対して推進会議の取組報告
を行ったうえで、情報共有や発信を行う
・情報発信部会を通じて情報を発信する

部会活動

部会に新しい参加者を増やしたい
増やし方は部会ごとで検討する
（⇒当面の間、追加状況を全体会に共有
するほか、参加希望者は原則拒まない）

部会内の連絡、情報共有、打ち合わ
せの方法や頻度

部会ごとで検討する

打ち合わせなどの活動場所や資材、
場所の使用許可をどうするか

地域に身近な施設（集会所や学校など）を
使用する
（⇒必要に応じて、未来デザイン室や相談
機関に相談する）

部会同士の情報共有、互いの連携
部会ごとに役員を置き、役員会で共有す
るとともに、必要に応じて全体会で共有・
検討の時間を設ける

（イ） 上記のほか、整理する必要があるルールについて全体で検討します。
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３ 議題

（4）アクションプランを検討しよう 【60分】

資料１ 第5回長房中学校区地域づくり推進会議の検討結果（アクションプラン）
資料２ 地域フォーラムの意見交換内容
資料3 地域づくり推進計画（改訂版）（案）

ア アクションプランの内容の検討

• 第5回推進会議での検討、地域フォーラムでの意見・提案を踏まえて、アクションプラン
の実施内容について詳細を検討します。

• （3）の議題で決定した部会の単位ごとに、個々のアクションプランの内容を検討します。
（※どの部会に所属するかは、今後、各自の意向をもとに決定します。）

• 部会ごとの検討のファシリテーターは、運営担当が進行します。

イ 全体共有

• 各グループで話しあった内容を発表します。そのうえで、追加・変更など、その他の提案
があれば出しあいます。

• 各プランの取組内容を整理後、全体のスケジュールを確認します。

＜検討のポイント＞

 実施時期 ⇒優先順位づけ
 既存の活動との連携 ⇒協力体制、仲間づくりの声かけ
 他の部会のアクションプランとの調整・連携が必要なこと

 実施するために調整・準備が必要なこと、行政の協力、対話が必要なこと

＜参考＞公共施設（仮）について

地域づくり推進計画のアクションプランについては、担当所管課と記載方法に
ついて調整を行っております。

調整が終了した段階で、皆様にお示しをしながらご意見を伺い、アクションプラ
ンとして決定していく予定です。

＜参考＞地域づくり推進計画（改定版）の策定スケジュール

〇 令和４年（２０２２年）１２月 第６回推進会議（アクションプラン内容検討）

〇 令和５年（２０２３年） １月 事前ワーク（推進計画の内容確認）

〇 令和５年（２０２３年） ２月 第７回推進会議（推進計画の最終確認）

※ 必要に応じて、第７回推進会議で出た意見反映に関する確認依頼をさせ
ていただく場合があります。
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＜参考＞アクションプランに関する主な意見（地域フォーラム）

話題 主な意見

地域食堂

・ぜひやってほしい

・多世代対象がよい。障害者、高齢者も含めた仲間づくりの場にする

・コミュニケーションが大切、イベントやゲームなどで促す取組を併せて行う

・子どもの食事改善を意識する

・長房ふれあい館で実施する

＜課題＞

・大勢来たらどうするかなど、準備する数量が難しい

・新型コロナウイルス感染症が不安

・運営費をどうするか。どうやって続けるか。

ハロウィン
イベント

・東団地は大成功、さくら台自治会でもやった（他にも取組経験もあり）

・東団地の取組を広げる

・開催は、日曜日が良い（学校が休みなので子どもが参加できる）

・コピオをまわる

・令和6年（２０２４年）に公園となる北団地の空き地を活用して開催する

・若い人が飾り付けなど準備に参加できるようにしたい

・小学校、自治会、児童館にポスターを掲示して誰でも参加できるようにする

＜課題＞

・スポンサー企業を見つける

・子ども同士の交流がない＝中郷児童館は子どもがイベントを企画

フリーマー
ケット

・ハロウィン、地域食堂と連携する

・長房ファームの野菜を活用したい

・若い人が来る場にする

・コピオで開催（テラス、西駐車場など）

→帰りに買い物して帰るので、アルプスにもメリットが出るのではないか

目的別教室

・茶話会や乳幼児健診とあわせて実施する

・住民ボランティアを募る。資格を持っている住民を講師にする

＜実施例＞

・スマホ教室、介護教室、手芸教室、植物の会

・防災訓練を連合で行う、子どものうちから地域防災の活動に引き込む

＜課題＞

・人と場所の用意→長房ふれあい館、高齢者あんしん相談センター長房はどうか
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推進会議参加者

氏名 所属

縣 純子 青少年対策長房地区委員会 副会長

宇田 友子 地域住民（船田小学校学校運営協議会 会長）

大田原 栄里花 長房小学校ＰＴＡ 会長

大塚 英生 地域住民（長房西保育園 園長）

管野 麻衣 長房小学校PTA 会計監査・放課後子ども教室担当

高坂 幸宏 地域住民

清水 隆 八王子地区保護司会 保護司

鈴木 比呂志 地域住民（長房ファーム 代表）

坂本 博美 地域住民（元長房中学校ＰＴＡ会長）

塚本 吉紀 長房中学校学校運営協議会 会長

竹下 夕紀 地域住民

中嶋 幸子 民生委員児童委員第12地区 委員

仁科 真江 船田小学校PTA 副会長

西山 典明 都営西アパート連合自治会 会長

野副 弘毅 長房中学校ＰＴＡ 会長

本堂 房雄 地域住民（長房小学校学校運営協議会 委員）

松崎 節子 地域住民（船田小学校PTA 会長）

松葉 浩充 長房地域住民協議会 会長

森 秀三 地域住民（長房小学校学校運営協議会 会長）

森本 昌樹 地域住民（長房小学校ＰＴＡ 会長補佐）

山陰 秀子 ひまわりサロン長房

山中 馨 市民活動協議会 会員

渡辺 隆男 地域住民（長房小学校放課後子ども教室「すまいる」 代表）

（５）活動・情報の共有 【5分】

• 部会活動、その他の活動等について全体で共有することがありましたら、報告をお願い
します。


